
（様式第２号） 

  令和 ７年 ２月 ７日 

SDGs達成に向けた宣言書 

 

宣言者 所在地 湯沢市前森一丁目２―６ 
名 称 株式会社 日敷 
代表者 代表取締役 小田原豊博 

 

は、SDGs の内容を理解し、SDGs 達成に向けた

方針及び取組を次のとおり宣言します。 

 

SDGs 達成に向けた取組方針等と目指す姿 

 

３側面 

(主な分

野に ) 

SDGs 達成に向けた 

重点的な取組 

2030 年に向けた 

指標 

重点的な取組及び 

指標の進捗状況 

（※初回記入不要。１年ごとに要報告） 
初回登録年月日：Ｒ４年１月１７日 

関連する主な 

SDGs ゴール 

（最大３つ） 

経済 

社会 

☐環境 

地域社会の「ライフ

ライン」としての災

害時の基盤整備 

 

地域社会への貢献 

・地方自治体との災害物資

協定を進めるとともに、店

舗として防災用品の提案・

啓蒙活動を推進する。 

・地域の教育施設や地域文

化活動の支援（2022 8 件→

2030 20 件） 

・認定こども園、園児の野

菜収穫と販売体験の実施。 

・県立高校との、コラボ弁

当の企画・販売 

・スポーツ大会・地域文化

事業 8 件、地域行事 14 件の

協賛・寄付。 

4 

 

11 

☐経済 

☐社会 

環境 

Co2 削減 

 

３R（リデュース・

リユース・リサイク

ル）、食品ロス削減

の推進 

・電気･燃料･水の使用量削

減（2022→2030 10％減） 

・廃棄物削減・修理サービ

ス・リサイクル品回収の強

化、食品ロス削減のためフ

ードバンクへ食品寄贈。

（2022 0 回→2030 4 回） 

・使用量 2022 年比、電気

95.9％、ガス 96.2％、水道

113.2％。 

・秋田たすけあいネットあ

ゆむ、あさひこども食堂

に、食品・菓子を寄贈。 

７ 

 

12 

 

13 

☐経済 

社会 

☐環境 

魅力ある会社創り 

・多様な人材の活躍支援や

福利厚生、社内外の研修制

度の充実を図る。 

・公的資格取得社員の拡充

（2022 14 資格 103 名→

2030 16 資格 121 名） 

研修の実施（社内 10 回、社

外 6 回、通信教育 7 名） 

・グリーンアドバイザー資

格 1 名合格（受験料半額・

他諸費用会社負担）計 14 資

格 100 名 

３ 

 

８ 

 

「地域社会の未来」、「地球の未来」、「多様性のある未来」を３つのテーマとし、「小売業としての地域社

会のライフライン」「地域社会への貢献」「CO2、電気・燃料・水道の使用量の削減」「廃棄物の削減」「人

材の活躍支援・研修制度の充実」に取り組んで参ります。 

株式会社 日敷 



 

ゴール 

番号 
内容 アイコン 

 

ゴール 

番号 
内容 アイコン 

１ 貧困をなくそう 
 

９ 
産業と技術革新の基

盤をつくろう  

２ 飢餓をゼロに 
 

１０ 
人や国の不平等をな

くそう  

３ 
すべての人に健康と

福祉を  
１１ 

住み続けられるまち

づくりを  

４ 
質の高い教育をみん

なに  
１２ 

つくる責任、つかう責

任  

５ 
ジェンダー平等を実

現しよう  
１３ 

気候変動に具体的な

対策を  

６ 
安全な水とトイレを

世界中に  
１４ 海の豊かさを守ろう 

 

７ 
エネルギーをみんな

に、そしてクリーンに  
１５ 陸の豊かさも守ろう 

 

８ 
働きがいも経済成長

も  
１６ 

平和と公正をすべて

の人に  

 １７ 
パートナーシップで

目標を達成しよう  

 


